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定年退職制度を引退させよ

Retiring retirement

すでに米国とオーストラリアでは廃止されている「定年退職」という古めかしい制度。今こそ、この制度を世界中
で終わらせるときだと Peter Lawrence が提案する。
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夕方が 1 日でいちばんいい時間な

んだ。— カズオ・イシグロ作『日

の名残り（土屋政雄訳）』より

2007 年のノーベル医学・生理学賞受

賞者の 1 人であるオリバー・スミシーズ

は、1953 年に北米に移住した英国人

で、現在 82 歳である。そのままヨーロッ

パに住み続けていれば、17 年ほど前に

定年退職していたはずの彼だが、現在

も米国のノースカロライナ大学チャペル

ヒル校医学系大学院で若手科学者と共

に研究を続けており、研究助成金を受

け取り、若々しい情熱を発散させている。

フランシス ･ クリックも 60 歳のときに

米国に移住し、80 歳を超えてなお研究

を続け、バーバラ・マクリントックやマッ

クス・ペルツなどの多くの研究者と同じ

ように、晩年まで研究にいそしんだ。こ

うした研究者たちは、単に自らの職にし

がみついているわけではない。分子生

物学研究で最も知られるクリックだが、

彼はソーク研究所（米国カリフォルニア

州ラホーヤ）で「神経科学者として第 2

のキャリアを歩み始め、20 をゆうに超

える、極めて影響力をもった被引用件

数の多い理論的研究論文を発表しまし

た。その研究は、夢の神経的基盤や記

憶に関して、また、樹状突起棘や皮質

の神経構造、そしてもちろん、視覚的

意識を追究したものでした」と、同研

究所で共同研究を行ったクリストフ・コッ

ホは語る。また、近ごろハワード ･ ヒュー

ズ医学研究所の新規事業であるジャネ

リアファーム研究所（米国バージニア州

アッシュバーン）に採用されたシドニー・

ブレンナーは、80 歳である。

これらは、晩年まで貴重な貢献を続

けた男女のほんの一例だ。米国では、

高齢者がありとあらゆる職に就いてい

る。働くのが楽しいからという人もいれ

ば、必要に迫られて、という人もいる。

しかし、より根本的な理由として、ヨー

ロッパと違って米国では、年齢を問わず

雇用対象として考慮される権利が、法

律によって認められていることが挙げら

れる。年齢による差別を規制する措置

は、オーストラリアやカナダでも実施さ

れている。これに対し、ヨーロッパや日

本では、定年退職という制度によって年

齢差別が容認され、慣行化している。

60 歳をゆうに 超えた 科 学 者による

数々の貢献は、こうした差別的な政策

に対する反証となるだろう。実際、ドイ

ツのホルスト・ケーラー大統領は最近、

定年退職制度に対して明確に反対する

意を示し、20 世紀に平均余命が 大き

く延びたことは、「我々全員に対するす

ばらしい贈り物」だと述べている。そし

「研究室で実際に働いている中年の科学者は少

なく、それより上の世代の科学者にいたって

は、ほとんどいません。現在 80 歳の私は、そ

うした数少ない科学者の 1 人です。現場で実

験に携わっていたいと思い続けることが変だ

と思ったことは、一度もありません。強制的に

仕事を辞めさせられることがなかった幸運に

感謝しています。」 — ジョセフ・ゴール（80 歳）、

ワシントン・カーネギー協会発生学部（米国メリーラ

ンド州ボルチモア）IL
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て、高齢者を引退に追いやるのがどれ

ほどもったいないことかと指摘し、「も

し、高齢者の知恵と内面の平静によって、

若者の好奇心と衝動性を和らげることが

できれば、今よりも相当に多くのことが

達成されると思います」と語っている 1。

古めかしい考え

この 25 年間、彼は、聡明な人なら

ばすでに知っており、愚かな人は知

りたがらないような事柄について、

講義や執筆を続けてきた。つまり、

彼は、25 年間にわたって、別の人

がその仕事につかないようにしてい

たのだった。— アントン・チェー

ホフ作『ワーニャ伯父さん』より

偏見は、人の心に当たり前のようにす

みついている。人は人を区別し、個人

を型にはめて考える。例えば、多くの

人は、男女の能力における実際の（し

かし小さな）差異ばかりに注目し、性

別とは無関係に個人間に存在する実際の

（そして大きな）差異は無視する傾向

がある 2。近年、私たちは、一部の形

態の差別に敏感になり、ほとんどの女

性は平均的な男性と比べて力は強くな

いものの、それでも、荷物係の仕事に

応募してきた女性たちを一斉に不合格

とするのは不公平だと認めるようになっ

た。しかし、いまだに 65 歳以上の人々

が、何らかの職に採用される権利を否

定されていることについては、今でも多

くの国で、ごく当たり前のことのように

とらえられている。

科学者は、年齢とともに情熱を失っ

ていくと多くの人はいう。しかし、常に

その通りでないことも確かだ。ハワード

･ ヒューズ医学研究所のデビッド・アン

ダーソンとブレンナーは、ハエの遺伝学

者だったシーモア・ベンザーの、「80

歳代の半ばに達しても熱い紅茶をすす

り、フィグ・ニュートンズ（イチジクジャ

ム入りのソフトタイプのクッキー）をか

じりながら、まれに発する質問が鋭かっ

た」という、彼の見事なキャリアに驚嘆

するという 3。また、現在 71 歳になる

カリフォルニア工科大学教授のエリック・

デビッドソンは、前任者だったエドマン

ド・ウィルソンの活力を懐かしく思い出

す。「先生があのすばらしい第三版を執

筆されたのは、60 代も後半になってか

らのことでした。出版されたのは 1925

年、69 歳のときです。その後、1930

年代後半まで、精力的に研究を進めら

れました。あの暗愚な時代にあっても、

科学の宝を評価するにあたってコロンビ

ア大学は、現代のヨーロッパよりもすぐ

れた方針をとっていたことを、この歴史

が物語っています」。

米国はいったいどのようにして、高齢

者に対し、このように柔軟かつ寛大な

姿勢をとるようになってきたのだろうか。

そして、その効用はいかなるものだった

のだろうか。

アメリカの経験

定 年 退 職 制 度 は、 人 間 の 力を大

いに無駄するものだ。経済的にも、

社会的にも、 精神的にも誤ったこ

とである。— クロード・ペッパー

『Time』誌より 4

米国のリベラル派上院議員クロード・

レッド・ペッパー（民主党、フロリダ州

選出、1900–1989 年）は、高齢者の

擁護者だったことで知られるが、あらゆ

る差別と闘ったことでも有名だ。彼が提

案した 1945 年の法案では、男女同一

賃金が 定められた。そして、1978 年

「人間は 65 歳になると突然、何かが起

こるというのでしょうか。ほとんどの人

が最終的には下り坂を迎えるのだとは思

いますが、その時を迎える年齢は人それ

ぞれです。年齢と関連させた制度は適切

ではないと思います。」 — ジュリー・アー

リンガー（46 歳）、ケンブリッジ大学ガード

ン研究所（英国）

「1 つの分野で研究が展開してきた経緯を見

ていないと、どの『事実』も同じように確

立されたものかのようにみえることがあり

ます。手法についていえば、現代の若手研

究者の多くは、問題に取り組む際にクロー

ニング法を選び、思考方法をそのときの流

行に任せています。それで例えば、放射性

同位体を使うような古い技術を思いつけな

いこともあるのです。正しい選択をするう

えで、経験は極めて重要です。」— マーク・

ブレッシャー（68 歳）、医学研究会議分子生物学

研究所（英国ケンブリッジ）
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提案の法案では、連邦政府職員の定年

退職制度が廃止され、その他労働者の

定年退職年齢は、65 歳から 70 歳に引

き上げられた。この法案の可決は、上

院で語り継がれる出来事となる。法案

通過を祝うため、ペッパーは、上院の

大広間を埋めつくす数の、元気な 70

歳代の人々を招待したのだ。それでも

なお、この法律は彼にとって足がかりに

過ぎなかった。1986 年に提案された

次の法案では、年齢によるあらゆる差

別が違法とされた。この法案では、学

術機関に対して法遵守の猶予期間が認

められたが、1994 年、ついに完全遵

守されるようになった。

生物学者のジョン・ボナー（88 歳）は、

当時を思い起こしていう。「この法案が

最初に発表されたとき、プリンストン大

学をはじめ、すべての学術機関が苦しみ

ました。若い世代にとって不公平だとか、

よぼよぼの愚か者集団が進歩の邪魔を

する、などといった議論がありました。

でも、そうしたことは杞憂でした」。むし

ろ、ペッパーの法案や、オーストラリア

でも可決された類似法案によって、ヨー

ロッパや日本からの科学者の大移動が

起きた。クリス・ノーディンもその 1 人で、

1981 年、彼は英国医学研究会議の部

門ディレクターの職を辞任する。当時

61 歳だったノーディンは、定年を 4 年

後に控えていた。しかし、それから 27

年経った今も、彼はオーストラリアのア

デレードで研究を続けている。

米国では、高齢の科学者がさまざま

な貢献をしている。偉大なロールモデ

ルでありメンターであり、所属機関の国

際的評価を高める研究者がいれば、教

壇に立ち、あるいは管理業務を担当す

ることで、若手研究者の負担を軽減して

いる場合もある。さらに重要なこととし

て、彼らは、科学戦略を立てるにあたり、

より深い視点をもっている。多くの若手

科学者は、あまり注目されていない未

解決の問題を探し出すことの重要性を

理解していない。

学会は、女性差別を減らして報われ

たのと同様に、高齢者の存在感を高め

ることでも名をあげた。この両方の慣

行は、科学界の品位と公平さを確かな

ものとしている。「引退してゴルフをし

たいとは思いません。科学は趣味であ

り、仕事であり、喜びなのです」とブレ

ンナーは話す。

一方、定年退職制度の悪影響は複合

的で、気づかぬうちに進行する。定年

退職を数年先に控えると、有能な学者

はレーム・ダック（死に体）と化す。大

学院生の指導教官になるといった責任

を引き受けられなくなり、今後新たな

職に就くこともないため、交渉力を失

う。定年退職制度は、性別による格差

も助長させている。2006 年、英国で

は定年に達した男性のうち 85％が、年

金の満額受給資格（勤続 40 年）を得

たが、女性の場合は 35％に過ぎなかっ

た 5。2010 年に予定されている改革に

よって、こうした英国での女性の状況は

改善されるはずだが、科学者が年金の

満額受給条件を満たすのはむずかしい

という状況は変わらない。科学の世界

ではいわゆる研修期間が長く、国から

国へと渡り歩く研究者も多いからだ。定

年退職制度を採用する職場は、多くの

人々、特に女性を、不十分な所得のま

まで失業に追い込んできたのである。

制度の廃止

もう引退すべきだと思う 35 歳の科

学者を数多く知っているが、その

一方で、採用した中で最高のポス

ドクが 70 歳だったということも何

度もある。— シドニー・ブレンナー

年を重ねれば叡智が得られるかもしれ

ないが、高齢の科学者全員が報酬に見

合った働きをするとは限らない。そこに、

定年退職制度をめぐる 2 つの重要で複

雑な問題がある。

第 1 に、科学者を評価し、その仕事

ぶりがポストや報酬に見合わないとして

本人を辞めさせるのは非常にむずかし

いという事実がある。職場への貢献度

は、柔軟かつ寛容に判断されるべきで

あり、た だ 単に、論 文 数 の 集 計 6 や、

学部学生による授業の評価だけですませ

るべきではなく、所属機関に対する全体

的な寄与を評価する必要がある。このよ

うな評価を行った結果、もし、高齢（あ

るいは若手）の研究者が、無能、怠惰、

破壊的、あるいは無駄があるというよう

な判断が公平に下された場合には、そ

の研究者は職を辞するか、もしくは、そ

の研究室なり事務所なりの規模を適正

に縮小すべきである。でなければ、そ

の研究機関に損害が生じ、ほかの人々

の就業機会を否定することになる。また、

研究助成金獲得の成否が決定因子とし

て作用することがあるが、これは外部か

らの主観的な判断であり、教育や指導、

「昨年は 4 編の論文を書き上げ、準備中の

論文もいくつかあります。現在は、南オー

ストラリア州骨粗しょう症・骨折防止作業

部会の会長を務めています。今のところ毎

年、病院との契約を更新していますが、最

終的には、辞めろといわれる前に、自分か

ら辞めるようにしたいと思っています。で

も、やりたいことがまだたくさん残ってい

ます。」 — クリス・ノーディン（88 歳）、ロイ

ヤルアデレード病院（オーストラリア）
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管理業務などの寄与分が考慮されてい

ない。いずれにせよ、選別という問題

には立ち向かわなければならないのだ。

であるならば、本人の希望や効用を考

慮せず、ただ単に評価や管理のわずら

わしさを省くためだけとの理由では、特

定の年齢ですべての科学者を解雇すると

いう従来の選択肢は、擁護され得ない。

第 2 に、財政的側面が 挙げられる。

高齢の科学者は給与が高く、新規採用

にかける資金が不足する、といわれる。

この問題については、西オーストラリア

大学（パース）に所属する生化学者ピー

ター・ハートマン（67 歳）が、少なく

とも 1 つの反例となる。「私の研究助

成金から大学に対して直接なされる寄

付金は、私の給与のおよそ 1.5 倍です。

それに、自分の授業と管理業務の補助

をしてくれる講師に対する給与の 80％

を、私は自己負担しています。つまり、

私が退職すれば、大学には金銭的なマ

イナスが生じることになるのです」とハー

トマンは語る。

解決方法
こうした状況に取り組むにあたって、私

たちは、急進的かつ柔軟でなければな

らない。もし、ある科学者が引き受け

る仕事が減ったなら、その報酬を減らす

ことは理にかなっている。さらに、多く

の科学者は年金を積み立てている。私

は、年金の支給は予定通り始めて、給

与の一部または全面カットを行うべきだ

と考える。所属機関にとって特に有用な

科学者の場合は、その寄与に対する報

酬として、年金に何らかの上乗せがあっ

てもよいだろう。その額は、それぞれの

寄与度によって個別に判断すればよい。

留意してほしいのは、ここでは、スタッ

フとして雇用され、働き続ける権利につ

いてのみならず、ひとりひとりの科学者

が、その貢献度に基づいて雇用対象と

して検討され、その報酬を交渉する権

利について議論しているということだ。

科学者が受け取る給与の一部は、貴重

な教官や研究者を確保するための将来

への投資ととらえることもできる。とな

ると、高齢の科学者の場合には、給与

のその部分の正当性は徐々に減少して

いく。そして、やがてその職にあるこ

とで主たる恩恵を受けるのは高齢の科

学者自身と考えられるようになった時点

で、その部分はゼロとなる。このような

議論を踏まえれば、給与制度を再編し

て、給与額を増減できるようにすること

は、当然の結論となるだろう。

現実の事例に目を向けてみよう。現

在、ケンブリッジ大学は、この問題に熱

心に取り組んでいる。EU からの圧力の

おかげで、英国でも変革に向けて法制

度が徐々に前進しているのだ。現在の

ところ、教授陣の通常の退職年齢は 67

歳または 68 歳で、延長の申請があれ

ば、大学は最大 3 年の定年延長を認め

ることができる。教授陣の半数以上が

定年延長を申請していることから、とり

わけ仕事に対する満足度が高いことを

反映していると思われる。

ケンブリッジ大学では、それぞれの事

例を個別的に検討し、合意された職務

内容に従って、さまざまな条件での雇用

契約を結んでいる。このようにして、ケ

ンブリッジ大学もまた、米国の大学が

行ってきたように、多様な選択肢を模索

しているのだ。また、すべての事例で

決定因子となっているのが、該当する学

部の意見である。もし、学部長が、特

COMMENTARY

「私が若かった 30 代の頃、若手研究者への

研究費の配分がとても少なく、文句をいっ

たものでした。その後、日本政府は若手研

究者への支援を決め、大いに喜びました。

ところが、それからまもなく、その研究助

成金に応募するには、私は「高齢」すぎる

部類に入ってしまいました。つまり、ある

日私は、若すぎるという区分から急に、年

寄りすぎるという区分に変えられたのです。

結局、私には「適齢期」は訪れませんでし

た。これは不公平な話であり、精力的に活

躍する研究者が、ある年齢に達したという

単純な理由だけで失職するのは、もったい

ない話です。90 歳を超えても頭脳明晰な研究者はいます。肉体的には若いのに、

出来の悪い研究者だっているのです。」 — 星 元紀（67 歳）、放送大学（千葉市）

「あと数年で仕事を辞めなければ

ならないとわかったら、最後の数

年間に何か新しくておもしろいこ

とを始める意味がどこにあるとい

うのでしょうか。そうとわかれば、

最後の数年は慎重にふるまうだけ

です。」 — シンシア・ケニヨン（54

歳）、カリフォルニア大学（米国サン

フランシスコ）
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定の職員の雇用を継続したいと考える

ならば、大学は、予算が許す範囲内で、

その決定を支援するように努力する。こ

れまでの中央集権的な一斉人事ではこ

うした個別的な判断ができなかったた

め、この新しい方法は、理にかなった

ものといえる。

この制度が実施されてからまだ 18 か

月しか経っていないので、延長された

雇用契約が満了した事例はない。しか

し、大学側は、1 年半後に契約の満了

を迎えた際には、契約の再延長の申請

ができると、すでに発表している。米国

での実績からは、70 代後半に入ると、

雇用の継続を希望する者が減ることが

示唆されている 7。

個人差に対する配慮を拡充していくに

は、今まで極めて神聖なものとされてき

た、終身在職権を弱めることも必要だ

ろう。そうすれば、高齢者雇用全体の

自由度を、さらに高めることができるの

ではないか。私たちとしては、現実を

見つめ、所属機関に有益な貢献をして

いるかどうかにかかわらず、30 ～ 40

年間の給与が保証された安定的な在職

権を与えることの無駄と不公平さを、そ

ろそろ認めなければならない。多くの

政府系研究機関では、無期限の在職権

はすでに廃止されている。

ジョン・ボナーは、多くの人々の意見

を代弁して、それぞれの学術機関は「高

齢者を個別評価し、十分に生産的な仕

事がなされ、意欲ももち続けていると判

断された場合には、その仕事を続ける

方法を提供」すべきだと強く主張してい

る。仕事を求め、職に就きたいと望む

熟練の高齢市民が抱く、幸福追求の思

いを認めること。米国ですでに実現され

ているこのあり方は、ほかの地域でも、

当然に実現されていなければならない

のである。

Peter Lawrence（66 歳）は、ケンブリッジ大
学動物学科および医学研究会議分子生物学研究
所に所属している。
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